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１　事業目的

本市のごみ処理状況については、平成２０年度における市民１人・１日当たりのごみ排出量が県内で３番目に多い1,061ｇとなっている。これは県平均の926ｇよりも135ｇ、率にして14.6％も多い状況である。

この現状の打開策の一つとして、一般家庭、保育所・幼稚園・小学校等の公共機関や漆器産業の小規模事業所を巡回し、台所および学校給食からの生ごみや中小事業所からの木くずの回収・堆肥化を行い、市内での資源循環を推進することで、本市のごみ発生量の低減や資源化率の向上を目指すとともに、産業と環境との連携、児童生徒に見える形での環境教育を実施し、環境に配慮できる児童生徒を育成することを目的とする。
２　事業期間(契約期間)

平成２１年６月１９日～平成２２年３月３１日
３　事業概要

本事業は学校等給食や一般家庭からの生ごみを収集し、資源化することによってごみの減量化を図ることを目的に、鯖江市からの委託により実施するものである。

生ごみ等の資源化方法として、

①堆肥化　②飼料化　③バイオガス化　④炭化

等があるが、本事業では、かわだ夢グリーン(以下「本NPO」という。)が、従来から実施しており、十分なノウハウを備えている「堆肥化」を行うものである。

生ごみの堆肥化は、一般市民が参加することができる日常的な活動であり、地球温暖化対策への市民参加のひとつの方法となるものであり、啓発効果も期待できるものである。
堆肥化には、個々の家庭や事業所に業務用生ごみ処理機を導入する方式と、複数の家庭や事業所等から生ごみを収集し、拠点となる集合型施設で比較的大規模に堆肥化を行う堆肥化プラント方式がある。

本事業では、鯖江市が北中町に設置した生ごみ堆肥化プラント(以下「堆肥化施設」という。)で堆肥化を行った。

その概要について以下に示す。

(1) 生ごみ等収集事業所等

保育所　１１園

幼稚園　１園

小学校　６校

一般家庭　５０戸(河和田町、片山町およびその周辺)
その他、漆器事業所の木材も収集を行った。

(2) 収集期間

平成２１年７月６日(月)～平成２２年３月３１日(水)

(3) 収集方法等

軽トラックにより各事業所を巡回し収集した。

なお各事業所での生ごみの分別保管方法は、本NPOが貸与したプラスチック製ペール缶に生ごみを保管してもらい、これを週２回回収した。

(4) 堆肥化方法

市堆肥化プラント(北中町)において、生ごみを粉砕し、もみがら・ＥＭ活性液等を混ぜ堆肥化を行った。

４　作業内容

学校等給食や一般家庭からの生ごみを収集し、堆肥化するまでの作業内容については、次のとおりである。

(1) 収集作業

①　学校等給食からの生ごみ

小学校、保育所、幼稚園の給食施設からの調理屑、残飯を、あらかじめ配布した容器に分別保管してもらう。

分別保管作業に不都合がある小学校等においては、鯖江市可燃ごみ指定袋に入れて出すことも可とした。

分別から収集までの流れは次のとおりである。
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分別容器

軽トラック
収集作業の工程については、以下のとおりである。

	工程
	内容等
	備考

	分別保管、排出
	生ごみ密閉容器を生ごみの分別容器として配備

保育所：２～４個／所

幼稚園：２個／園

小学校：３～８個／校
	

	収集
	軽トラック：１台(新規雇用者所有車輌借上げ)

収集頻度：２回／箇所・週

(「月・木」、「火・金」の２コース)
	収集作業としては月、火、水、金の週４回(午前中)

	収集・運搬容器
	◎小学校等からの生ごみ収集・運搬用

プラスチック製ペール缶

◆容量45㍑：９個

◆容量60㍑：４個

◆容量70㍑：１個
	分別容器に排出された生ごみを、軽トラックに搭載した収集・運搬容器に移し替えて、搬出する。

	収集生ごみ集積箇所
	北中町堆肥化施設
堆肥化作業については、火・金の週２回
	


なお、収集対象の学校等については、次のとおりである。
	区分
	学校等名
	所在地
	児童・園児数
	収集日

	保育所
	王山保育所
	日の出町６－３７
	４５
	月・木

	
	早稲田保育所
	本町４丁目６－１７
	９０
	月・木

	
	中河保育所
	中野町２０８－１
	１１０
	月・木

	
	みのり保育所
	上野田町２－２９
	８０
	月・木

	
	かわだ保育所
	莇生田町１０－５－１
	９０
	月・木

	
	慈光保育園
	西袋町６４－２５
	９０
	月・木

	
	神明保育所
	三六町１丁目１－１２
	９０
	火・金

	
	みずほ保育所
	下河端町４７－４３
	４５
	火・金

	
	立待保育所
	杉本町３３－４－１
	４５
	火・金

	
	石田保育所
	石田上町４４－１
	６０
	火・金

	
	吉川保育所
	大倉町５－２０
	１５０
	火・金

	
	小計
	
	８９５
	

	幼稚園
	神明幼稚園
	三六町１丁目８－２４
	１４９
	火・金

	小学校
	惜陰学校
	日の出町６－３７
	４４９
	月・木

	
	進徳小学校
	長泉寺町２丁目５－１
	２６８
	月・木

	
	鯖江東小学校
	新横江２丁目６－３７
	３３５
	月・木

	
	中河小学校
	中野町７３－１６
	２３８
	月・木

	
	鳥羽小学校
	神明町４丁目１－３８
	５１４
	火・金

	
	立待小学校
	杉本町１－５
	５８１
	火・金

	
	小計
	
	２,５３４
	

	合計
	
	
	３,４２９
	


②　一般家庭からの生ごみ

一般家庭から出た調理屑および残飯を、あらかじめ配布した生ごみ密閉容器に保管し、収集日に玄関口に排出してもらう。

収集作業の工程については、以下のとおりである。

	工程
	内容等
	備考

	分別保管、排出
	事業参加者には、生ごみ保管用密閉バケツ(２個／戸)、ボカシ、ペール容器(生ごみ回収用として、5～8軒毎の拠点に1つ)を配布した。
	

	収集
	軽トラック：１台(新規雇用者所有車輌借上げ)

収集頻度：２回／週

(「火・金」)
	収集作業としては火、金の週２回(午前中)

	収集・運搬容器
	◎一般家庭

プラスチック製ペール缶

◆容量60㍑：１０個
	分別容器に排出された生ごみを、軽トラックに搭載した収集・運搬容器に移し替えて、搬出する。

	収集生ごみ集積箇所
	堆肥化プラント

堆肥化作業については、火・金の週２回
	


(2) 堆肥化作業

①　堆肥化の原理

生ごみは、調理に伴い発生した残渣や食べ残しであるため、その主成分は、炭水化物、たんぱく質および脂肪である。これをＥＭ液中の微生物に働きよる分解(発酵)と同じ原理で、生ごみを分解し(発酵)、堆肥を生成するものである。

②　堆肥化施設概要

	区分
	内容
	備考

	施設名称
	生ごみ堆肥化ハウス １棟
	

	施設構造
	ビニールハウス
	

	建屋面積
	６０㎡（間口６ｍ、奥行１０ｍ）
	

	施設内容
　・生ごみ粉砕機
　
	タニオカＯ＆Ｋ㈱製 切断・粉砕機５ＳＧ型 １台(200Ｖ)
	


③　堆肥化までの流れ

　【堆肥化作業】

	工程
	目的
	作業内容

	1)生ごみの破砕


	ＥＭ液中の微生物との接触面積を増やし、発酵を促進するため。
	粉砕機により収集した生ごみを破砕する。
粉砕機の吐出口に一輪車を置き、その中に破砕された生ごみを入れる。

	2)籾殻を混ぜる


	微生物の巣を確保し、繁殖活動に必要な「酸素」、「温度」、「水分」を保つため。
	破砕した生ごみを、所定の場所に一輪車から降ろし、生ごみに籾殻を混ぜる。

なお、籾殻の量は、生ごみの量により適宜調整する。

	3)米ぬかを混ぜる


	収集した生ごみは、野菜くずが多く、微生物にとって栄養価が低いので、カロリーを高め、発酵を促進するため。
	籾殻を混ぜた生ごみに、さらに米ぬかを入れてしっかり攪拌をする。
なお、米ぬかの量は、生ごみの量により適宜調整する。

	4)腐葉土を混ぜる


	腐葉土には、野菜くずなどを分解してくれる微生物が多く生息しており、発酵をさらに促進するため混ぜる。
	籾殻・米ぬかを混ぜた生ごみに、腐葉土を加え、全体を数日間、数回攪拌する。
なお、腐葉土の量は、生ごみの量により適宜調整する。

	5)熟成・堆肥化
	
	攪拌作業等完了後、３ヶ月熟成し堆肥化させる。


【日常管理】

堆肥化過程では、発酵がうまくいっているかどうか常にモニターすることが大切である。

モニターの方法としては、発酵中の温度計測が、もっとも簡単で有効な手段であるため、堆肥の温度を毎日測ることで、適正管理に努めた。
５　堆肥化事業の実績

　　本事業の成果・実績については、次のとおりであり、詳細については別表のとおり。
(1) 生ごみ堆肥化

　【収集】

①　月別収集量

	年・月
	収集量（ｔ）
	備考

	平成２１年　７月
	　２.３
	小学校給食支援野菜栽培や学校農園・花壇等の有機肥料として利用した。

	平成２１年　８月
	　２.０
	

	平成２１年　９月
	　２.６
	

	平成２１年１０月
	　２.８
	

	平成２１年１１月
	　２.２
	

	平成２１年１２月
	　２.６
	

	平成２２年　１月
	　２.１
	

	平成２２年　２月
	　１.９
	

	平成２２年　３月
	　１.１
	

	計
	１９.６
	


注)　生ごみ堆肥化施設でのハエ発生等に伴う、周辺住民からの苦情により、収集を一旦停止したため、３月は収集量が少なくなっている。
収集停止日：保育所　　幼稚園　　小学校　　一般家庭　
②　学校等別収集量

	区分
	学校等名
	児童・園児数
	収集量(ｔ)
	備考

	保育所
	王山保育所
	４５人
	０.２８
	

	
	早稲田保育所
	９０人
	０.２５
	

	
	中河保育所
	１１０人
	０.６２
	

	
	みのり保育所
	８０人
	０.５２
	

	
	かわだ保育所
	９０人
	０.２１
	

	
	慈光保育園
	９０人
	０.３１
	

	
	神明保育所
	９０人
	０.７０
	

	
	みずほ保育所
	４５人
	０.６１
	

	
	立待保育所
	４５人
	０.４１
	

	
	石田保育所
	６０人
	０.３８
	

	
	吉川保育所
	１５０人
	０.５１
	

	幼稚園
	神明幼稚園
	１４９人
	０.４４
	

	小学校
	惜陰学校
	４４９人
	１.２１
	

	
	進徳小学校
	２６８人
	０.４２
	

	
	鯖江東小学校
	３３５人
	０.５５
	

	
	中河小学校
	２３８人
	０.５３
	

	
	鳥羽小学校
	５１４人
	０.６９
	

	
	立待小学校
	５８１人
	１.４３
	

	一般家庭
	片山、莇生田町
	５０家庭
	９.６７
	

	
	計
	
	１９.７４
	


【堆肥化】

①　月別堆肥化量

	年・月
	堆肥化量(ｔ)
	備考

	平成２１年　７月
	０.５
	

	平成２１年　８月
	０.４
	

	平成２１年　９月
	０.７
	

	平成２１年１０月
	０.８
	

	平成２１年１１月
	０.６
	

	平成２１年１２月
	０.５
	

	平成２２年　１月
	０.４
	

	平成２２年　２月
	０.３
	

	平成２２年　３月
	０.１
	

	計
	４.３
	


②　堆肥の成分分析

生成された堆肥の安全性および有効性を確認するため、㈱福井環境分析センターに委託し、成分分析を行った結果を次に示す。

特殊肥料等指定（農林省告示）による基準値を、すべての項目(ヒ素、カドミウム、水銀)で下回っており、安全面での問題はない。
	試験項目
	試験結果
	特殊肥料等指定（農林省告示）による基準値

	水分
	33.0％(現物当たり)
	

	全窒素（Ｔ－Ｎ）
	0.6％(現物当たり)
	

	リン酸全量（Ｐ２Ｏ５）
	0.5％(現物当たり)
	

	カリ全量（Ｋ２Ｏ）
	0.7％(現物当たり)
	

	石灰全量（ＣａＯ）
	1.6％(現物当たり)
	

	苦土全量（ＭｇＯ）
	0.3％(現物当たり)
	

	全炭素（Ｔ－Ｃ）
	7.3％(現物当たり)
	

	ｐＨ
	7.2
	

	ＥＣ（電気伝導度）
	2.6mS/㎝
	

	銅（Ｃｕ）
	15㎎/㎏(現物当たり)
	

	亜鉛（Ｚｎ）
	31㎎/㎏(現物当たり)
	

	ナトリウム（Ｎａ）
	0.1未満％(現物当たり)
	

	粗脂肪
	0.1％(現物当たり)
	

	ヒ素（Ａｓ）
	0.0016％(現物当たり)
	５０mg/kg-DS

	カドミウム（Ｃｄ）
	0.00005未満％(現物当たり)
	５mg/kg-DS

	水銀（Ｔ－Ｈｇ）
	0.00002未満％(現物当たり)
	２mg/kg-DS


3 堆肥利用状況
単位：㎏

	月
	学校農園・花壇等
	一般家庭
	計

	７
	５００
	　　０
	　５００

	８
	１,１００
	　　０
	１,１００

	９
	　９００
	　　０
	　９００

	１０
	１,２００
	　２００
	１,４００

	３
	４００
	　　０
	　４００

	計
	４,１００
	　２００
	４,３００


 (2) 中小事業所からの木くずの回収・堆肥化
木くずは、生ごみの堆肥化において、水分調整等の効果があり、品質の安定化には有効である。

しかし、生ごみに比して難分解性であり、収集した生ごみに混ぜて堆肥化を試みたが、当初計画した量の混入は困難と分かり、本事業においては、一般家庭および保育所・幼稚園・小学校の生ごみのみを収集・堆肥化することとした。
【環境教育】

以下の学校等に出前による環境教育を実施した。

	学校等名
	実施日
	対象学級学年
	人数
	アドバイザー

	河和田小学校
	平成２２年　２月１９日
	５年
	３５人
	駒本　長信


※環境教育実施風景

６　事業費用の実績

　　本事業に要した費用の実績については、市受託事業300万円である。この事業にあわせ、当NPOが別途地域住民の生ゴミ分別回収・リサイクル事業に、当NPO自己負担102万円が事業の遂行にあてられている。
７　考察
本事業は、一般家庭(河和田地区の有志家庭のみ)、保育所・幼稚園・小学校等からの生ごみの回収・堆肥化を行い、市内での資源循環を推進することで、本市のごみ発生量の低減や資源化率の向上を目指すための検証・実証実験として、平成２１年７月からスタートした。

この事業目的においては、一定の成果は得られたものと思われる。

しかしながら、生ごみ堆肥化施設でのハエ発生等に伴う周辺住民からの苦情により、収集を一旦停止を余儀なくされるなど、環境への悪影響や、堆肥の流通システムの構築など、大きな課題を抱えていることが判明した。
生ごみ堆肥化の全市的な展開を推進しようとした場合、

①周辺に迷惑を及ぼさないための設備投資や事業運営の経費把握

②生ごみ焼却量減少による、現焼却炉の延命化やコスト削減効果等の把握

③生ごみ焼却回避による二酸化炭素排出量の削減量の把握

等について検討し、費用対効果について慎重に検証する必要があると思われる。
一方、もうひとつの目的である、児童生徒に見える形での環境教育を実施し、環境に配慮できる児童生徒の育成を図ることについては、小学校給食支援野菜栽培や学校農園・花壇等の有機肥料として利活用でき、かなりの効果があったと考えられる。
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